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両
者
の
鑑
別
点
は
、
突
然

発
症
か
、
局
所
神
経
症
状
が

1
，
一
次
性
頭
痛
と

一

応
性
頭
痛
の
鑑

頭
痛
診
療
の
初
診
で
最
も

大
切
な
こ
と
は
一
次
性

（良

性
）
頭
痛
と
二
次
性
（
悪
性
）

頭
痛
を
鑑
別
す
る
こ
と
で
あ

る
。
一

次
性
頭
痛
と
は
頭
痛

そ
の
も
の
が
疾
患
の
本
態
と

な
っ
て
い
る
疾
患
で
あ
り
、

代
表
的
な
も
の
は
片
頭
痛
、

緊
張
型
頭
痛
、
群
発
頭
痛
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
生
命

に
危
険
が
な
い
と
い
う
点
で

良
性
頭
痛
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
二
次
性
頭
痛
と
は
、

何
ら
か
の
器
質
的
疾
患
が
あ

り
そ
れ
に
よ
る
症
状
と
し
て

頭
痛
を
訴
え
る
も
の
で
あ
り、

く
も
膜
下
出
血
、
脳
血
菅
解

離
、
脳
腫
瘍
、
殴
性
硬
膜
下

血
腫
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
経
過
に
よ
っ
て
は

生
命
に
危
険
が
あ
り
、
悪
性

頭
痛
と
位
岡
つ
け
ら
れ
る
。

I

一
次
性
頭
痛
と

二
次
性
頭
痛

頭
痛
は
頻
度
の
高
い
神
経

症
状
の

一
っ
で
あ
り、

一
般

医
家
の
診
療
に
お
い
て
も
頭

痛
を
訴
え
る
患
者
の
診
療
機

会
は
多
い
。
今
回
は
頭
痛
診

療
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

は
じ
め
に

日
常
グ
戸

診
療
を

考
え
る
巳

二
次
性
頭
痛

あ
る
か
、
神
経
脱
落
所
見
、

嘔
吐
、
外
傷
の
既
往
の
有

無
、
な
ど
で
判
断
す
る
。
こ

れ
ら
の
鑑
別
点
を
も
と
に
、

問
診
や
診
察
を
行
い
C
T
や

M
R
l
等
で
確
定
診
断
に
至

る
。＿2， 

二
次
性
頭
痛
の
な
か
で
も
、

く
も
膜
下
出
血
と
脳
血
管
解

離
は
特
に
問
診
が
重
要
と
な

る
。
い
ず
れ
も
突
然
発
症
の

激
し
い
頭
痛
と
嘔
気
嘔
吐
で

発
症
す
る
。
脳
血
管
解
離
で

は
、
血
管
解
離
の
部
位
に
応

じ
て
感
覚
蹄
害
や
麻
痺
、
構

語
障
害
な
ど
の
局
所
神
経
症

状
を
呈
す
る。

11
頭
痛
の
疫
学

二
次
性
頭
痛
の
原
因
と
な

る
く
も
膜
下
出
血
や
脳
腫
瘍

は
年
問
3
万
人
程
度
で
あ
る

が、

一
次
性
頭
痛
の
原
因
疾

患
は
逃
か
に
頻
度
が
邸
く
、

本
邦
の
慢
性
頭
痛
患
者
は
4

0
0
0
万
人
と
推
計
さ
れ
て

い
る
。
緊
張
型
頭
痛
の
患
者

数
は
2
2
0
0
万
人
で
最
も

多
く
、

15
歳
以
上
の
国
民
の

22
％
で
あ
り
、

2
9
.
2
％
が

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る。

片
頭
痛
患
者
は
8

4
0
万
人
で
、

15
歳
以
上
の

国
民
の
8
.
4
％
で
あ
り
、

74
.
2
％
が
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
。
頭
痛

外
来
で
の
屈
終
診
断
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が

一
次
性
頭
痛

で
あ
る
。

m
 済

生
会
和
歌
山
病
院

一
次
性
頭
痛

頭
痛
診
療
で
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
占
め
る

一
次
性
頭
痛

を
適
切
に
診
断
、
治
療
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

＿1．緊
張
型
頭
痛

緊
張
型
頭
痛
と
は

緊
張
型
頭
痛
の
緊
張
と
は

筋
肉
、
す
な
わ
ち
頭
蒸
骨
周

囲
や
頸
扁
の
筋
の
過
剰
な
緊

張
で
あ
り
、
こ
れ
が
頭
痛
の

原
因
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
筋

が
部
分
的
に
硬
結
し
、
痛
み

を
感
じ
る
部
分
が
認
め
ら
れ

る
。
い
わ
ば
頭
頚
部
の
筋
肉

が

「凝
っ
て
い
る
」
状
態
で

あ
る
。

緊
張
型
頭
痛
の
機
序

・
症
状

籾
神
的
ス
ト
レ
ス
や
不
安
、

頚
椎
の
変
形
や
姿
勢
の
異
常

な
ど
が
複
合
的
に
関
連
し
て

起
る
。
特
徴
は
、
両
側
の
頭

部
に
締
め
付
け
る
よ
う
な
、

あ
る
い
は
璽
り
を
乗
せ
た
よ

う
な
痛
み
、
頭
重
感
で
、
程

度
は
強
く
は
な
い
。
嘔
気
嘔

吐
も
な
く
、
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
が、

持
続
性
の
頭
痛
に
よ
り
、

抑

鬱
や
不
安
を
訴
を
る
。

緊
張
型
頭
痛
の
経
過
・
治
療

通
常
短
期
間
で
治
ま
る
が
、

悪
循
環
に
陥
る
と
遷
延
す
る
。

治
療
と
し
て
は
N
S
A
l
D

S

の
頓
服
が
有
効
で
あ
る
が
、

慢
性
化
し
た
場
合
は
頓
服
で

は
治
療
困
難
で
あ
る
。
慢
性

的
な
筋
緊
張
が
原
因
で
あ
る

の
で
、
数
日
間
は
服
薬
を
続

け
、
疼
痛
サ
イ
ク
ル
の
悪
循

環
を
断
ち
切
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
長
期
に
わ
た
っ
て
習

慨
的
に
服
用
を
続
け
る
と
、

薬
剤
乱
用
頭
痛
と
な
り
、
さ

ら
に
難
治
と
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

＿2，片
頭
痛

片
頭
痛
の
疫
学

片
頭
痛
の
発
症
は
主
に
思

春
期、

ピ
ー
ク
は
2
5
1
3
4歳

で
90
％
が
40
歳
未
満
で
発
症

し
、
加
齢
に
伴
い
改
善
す
る
。

女
性
が
男
性
の
3
.
6倍
多

い
。
両
親
が
片
頭
痛
な
ら
5

1
6割
の
頻
度
で
発
症
す
る
。

片
頭
痛
の
症
状

頭
痛
の
特
徴
は
拍
動
性

（
時
と
し
て
締
め
付
け
感
）

の
激
し
い
頭
痛
で
、
生
活
に

支
蹄
が
出
る
ほ
ど
の
強
い
痛

み
で
あ
る
。
嘔
気
、
嘔
吐
を

伴
う
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

痛
み
は
発
作
性
で
あ
り
、
持

続
は
通
常
1
日
以
内
、
長
く

て
も
3
日
間
以
内
で
あ
り
、

多
く
の
場
合
、
眠
っ
て
起
き

ー

れ
ば
治
っ
て
い
る
。
20
％
に

前
兆
と
し
て
閃
輝
暗
点
や
光

視
症
な
ど
の
視
党
異
常
が
あ

る
。
頭
痛
の
間
は
光
や
音
に

過
敏
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
避

け
る
。
平
均
発
作
頻
度
は
2

回
／
月
程
度
で
あ
る
。

片
頭
痛
の
機
序

片
頭
痛
の
機
序
は
、
血
管

説
か
ら
神
経
説
を
経
て
、
現

在
三
叉
神
経
血
菅
説
が
提
唱

さ
れ
て
い
る
。
三
叉
神
経
血

管
説
で
は
、
硬
膜
血
管
周
囲

の
三
叉
神
経
か
ら
神
経
ペ
プ

チ
ド

(
C
G
R
P
)
が
放
出

さ
れ
神
経
性
炎
症
を
起
こ
し

頭
痛
が
発
生
す
る
、
と
さ
れ

て
い
る
。

片
頭
痛
の
急
性
期
薬
物
治
療

片
頭
痛
の
頂
症
度
に
応
じ

た
屈
別
治
療
が
推
奨
さ
れ
て

い
る
。
軽
ー
中
等
度
の
頭
痛

で
は
最
初
に
N
S
A
I
D
S

を
使
う
。
中
等
＼
重
度
、

あ

る
い
は
軽
S
中
等
で
も
N
S

A
I
D
S
の
効
果
が
乏
し
い

場
合
は
ト
リ
プ
タ
ン
製
剤
を

使
用
す
る
。
ト
リ
プ
タ
ン
単

副
院
長
兼
脳
神
経
外
科
部
長
小
5
命
g

乎
也
博

独
が
無
効
な
ら
、
ト
リ
プ
タ

ン
＋
N
S
A
I
D
S
を
考
慮

す
る
。
た
だ
し
鎮
痛
薬
の
定

期
処
方
は
保
険
診
涼
上
も
薬

物
乱
用
頭
痛
誘
発
の
観
点
か

ら
も
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

片
頭
痛
予
防
薬

片
頭
痛
発
作
が
2
回
／
月

以
上
、
あ
る
い
は
生
活
に
支

即
を
き
た
す
頭
痛
が
3
日
／

月
以
上
の
患
者
に
お
い
て
予

防
薬
が
考
唸
さ
れ
る
。
予
防

薬
と
し
て
従
来
か
ら

B
ブ
ロ

ッ
カ
ー

（プ
ロ
プ
ラ
ノ
ロ
ー

ル
）、
抗
て
ん
か
ん
薬

（バ

ル
プ
ロ
酸
な
ど
）、
抗
う
つ

薬

（
ア
ミ
ト
リ
プ
チ
ン
）、

C
a
拮
抗
薬
（
ロ
メ
リ
ジ
ン

な
ど
）
が
あ
る
が
、
三
叉
神

経
血
管
説
を
も
と
に
最
近

c

G
R
P
関
連
薬

（ガ
ル
カ
ネ

ズ
マ
プ
な
ど
）
が
開
発
さ
れ

た
。
揺
い
有
効
性
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
片
頭
痛
治
療
も

新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。

頭
痛
診
療
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

希
で
あ
る
が
危
険
な
二
次
性

頭
痛
を
鑑
別
し
、
頻
度
の
高

い
一
次
性
頭
痛
を
適
切
に
診

断
し
治
療
を
行
う
こ
と
で
あ

る。 ま
と
め

1
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▲図3：鶴の湯温泉 茅葺屋根の「本陣」（左側）

▲図4：鶴の湯温泉のシンボル・混浴大露天
厘呂「白湯」

乳
頭
温
泉
郷

・
鶴
の
湯
温
泉

（秋
田
県
仙
北
市
田

沢
湖
町
先
達
沢
ぶ
秋
田
新
幹
線
田
沢
湖
駅
か
ら
乳
頭

温
泉
行
き
バ
ス
で
ア
ル
パ
こ
ま
く
さ
下
車
．
送
迎
あ

り

（要
予
約
）
）

〈泉
質
・
泉
温
~
含
硫
黄＿
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル

シ
ウ
ム

＿
塩
化
物
・
炭
酸
水
素
塩
泉
他
3
種，

60
．

5
℃
な
ど
〉

秋
田
県
仙
北
市
に
あ
る
乳
頭
温
泉
郷
は
乳
頭
山
麓
‘

標
高
1
0
0
0
m
の
高
所
に
点
在
す
る
7
つ
の
温
泉

の
総
称
で
、
そ
の
中
で
「
鶴
の
湯
温
泉
」
は
最
も
古

い
歴
史
を
誇
る
。

江
戸
時
代
か
ら
秋
田
藩
主

・
佐
竹
公
の
勧
治
場
と

な
り
、
藩
の
毀
用
で
温
泉
開
発
が
行
わ
れ
た
。
「本

陣
」
と
呼
ば
れ
る
入
口
の
木
造
門
の
左
側
に
並
ぶ
茅

四
き
屋
根
の
長
屋
は
藩
主
を
警
護
す
る
武
士
た
ち
が

詰
め
た
所
で
、
現
在
で
も
客
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る

（図
3
)
。

鶴
の
湯
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
足
元
か
ら
温
泉
が
湧

＜
乳
白
色
の
混
浴
大
露
天
風
呂

（
白
湯
，
図
4
)
と

2
つ
の
女
性
専
用
露
天
風
呂
、
黒
湯
、
中
の
湯
、
滝

の
湯
、
男
女
別
内
風
呂
な
ど
、
泉
四
・

効
能
の
異
な

る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
温
泉
が
あ
る
。
硫
黄
を
含
む

ー． 
鶴
の
湯
温
泉
に
は

日
本
の
原
風
景
が
あ
る

温
泉
療
法
専
門
医
が
選
ぶ

の
名
湯
・
秘
湯
②

センタ
ー

佐

々

木

政

＿

4
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日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
温
泉
療
法
専
門
医

白
湯、

中
の
湯
、
滝
の
湯
は
浴
用
で
は
高
血
圧
症、

動
脈
硬
化
症
等
に
効
果
が
あ
り
、
飲
用
で
は
耐
糖
能

異
常

（糖
尿
病
）
，
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
に
効

能
が
あ
る
。
「白
湯
」
は
首
ま
で
浸
か
れ
ば
体
の
線

が
見
え
な
い
の
で
、
外
国
人
の
カ
ッ
プ
ル
の
入
浴
も

多
い
。

私
は
今
ま
で
2
3
0
の
温
泉
に
入
っ
て
い
る
が、

一
泊
二
日
で
4
回

（到
着
時
、
夕
食
前
、
就
寝
前
、

朝
食
前
）
も
入
っ
た
の
は
、
後
に
も
先
に
も
こ
の
鶴

の
湯
温
泉
だ
け
で
あ
る
。

料
理
は
地
元
の
田
舎
料
理
を
独
自
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
も
の
で
、

ラ
ン
プ
の
下
で
囲
炉
裏
を
囲
み
な
が
ら
、

炭
火
で
焼
く
イ
ワ
ナ
の
串
焼
き
、
自
在
鉤
に
吊
る
し

た
、
山
芋
の
団
子
と
野
菜
等
を
枝
豆
で
作
っ
た
自
家

製
の
味
咽
仕
立
て
の

「山
の
芋
鍋
」
は
絶
品
中
の
絶

品
で
あ
る
。

茅
葺
き
の
本
陣
、
水
車
、
囲
炉
裏
、
自
在
鉤
、
ラ

ン
プ
な
ど
、

「鶴
の
湯
に
は
日
本
の
原
風
景
が
あ
る
」

と
言
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
も
頷
け
る
。

1
9
8
0
年
代
に
入
り
、

秘
湯
ブ
ー
ム
と
と
も
に

大
き
く
脚
光
を
浴
び
て
知
名
度
も
麻
く
な
り
、
全
国

的
に
も
駁
も
予
約
の
取
り
に
く
い
温
泉
の
ひ
と
つ
に

な
っ
た
。

乳
頭
湿
泉
郷
に
宿
泊
し
、
温
泉
巡
り
に
使
利
な
1

年
間
有
効
の
「
固
め
ぐ
り
帖

(
1
8
0
0
円
）
」
を

購
入
す
れ
ば
、

乳
頭
温
泉
郷

の
7
つ
の
全

て
の
温
泉
に

入
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ

ら
を
巡
る
シ

ャ
ト
ル
バ
ス

「
湯
め
ぐ
り

号
」
も
利
用

で
き
る
。
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